
作者：あやり・もみじ　ゆういち・なつき・そうたろう　







１

あるところに仲良しな 3人の家族がいました。3人でかく

れんぼをしていたらマッキ－がバケツの中に入ると 30年
前のロンドンのまちにワープしました。「ワァー！」その

間カールは「おーい、マッキ－どこだー」とさがしていま
した。バケツのそばにマッキ－のぼうしがおちました。

２

マッキ－「ここはどこだ？」30 年前のカール「何をしてい
るんだい？」マッキ－「あなたはだれ？」カール「わたし
はカールだ」マッキ－「え？カールおじいちゃん？」
カール「なんのことだい」マッキ－「あーそうか、ぼくは
むかしにワープしてしまったんだ。どうしよう」

カール「１人かい？家に来ないかい」

マッキ－「あぁおなかもすいたし、いってみよう」
こうしてマッキ－はむかしのカールの家に行くことになり
ました。

３

いえにつくとごちそうをたべておなかいっぱいになりまし

た。そこでマッキ－はむかしのカールに今までのことをは
なしました。するとカールは「もういちどバケツに入ると

もどるんじゃないか？」と言いました。さっそくためして

みることにしました。

４

マッキ－「じゃあバイバイ。ありがとうむかしのカールお
じいちゃん」カール「元気でな」マッキ－「バイバーイ」
マッキ－はもとの時代にもどってきました。
カール「おぉマッキ－どこにいってたんじゃ？しんぱいし
たぞ。さぁかえってごはんをたべよう」マッキ－「おじい
ちゃんごめんなさい」

そしてマッキ－は今までのことを話しました。マッキ－は
今でもあのことをわすれません。

マッキ−のふしぎな旅


